
信濃川・魚野川流域を洪水から守るため、水防技術の向上・伝承及び防災機関の連携強化を図
るとともに、住民・事業者等地域の力も結集して、「水防活動・救援救助、避難救護」を中心と
する実践的な訓練を行うことにより、地域防災力の向上を目指すことを目的とし、総合水防演習
を実施しました。
■ 開催日時 令和4年6月5日（日） 8:55～11:50
■ 実施場所 新潟県燕市五千石地先

(大河津分水路右岸 大河津可動堰上流)
■ 実施した演習 水防工法訓練、情報伝達訓練、救援物資輸送訓練、

ライフライン復旧訓練、救難救助訓練 他
■ 参加者 ７４機関 約２，０００人

８市町消防団、民間団体、関係機関等及び、地元小学生、
招待者、一般参加者

令和４年度 信濃川・魚野川総合水防演習

実施した主な演習

■ 河川特性を活かした水防工法訓練

開会式

鈴木燕市長
挨拶

訓練のポイント

○河川特性を活かした水防活動を流域水防団に振り分けて実施。
○地元の分水小学校や女性消防団による水防工法訓練を実施。
○信濃川流域沿川市町長とのWEB会議を実施。
○新規災害協定を結んだオフロードビークル協会との物資運搬
訓練を実施。

花角新潟県知事
挨拶

閉会式

泉田国土交通
大臣政務官

挨拶

シート張り工 木流し工 改良積み土のう工月の輪工 積み土のう工

脇全水管会長
挨拶

水防演習レポート
（分水小学校）

水防演習レポート
（分水小学校）

○報道機関４社による報道が
行われ、Youtube配信やTwitter
により地域社会全体の防災知識
の普及および防災意識の向上を
図った。

その他

開会式の様子

■ 沿川流域住民による水防・避難訓練

燕さくらファイヤーズ、ちびっ子消防隊による自衛水防活動 大川津自治会による住民避難訓練（演習当日は映像放映）



地震体験豪雨体験 土石流模型実験 車両展示

土のう作り・土のう積み体験 防災学習 パネル展示 遠隔操作式バックホウ

新潟県、国土交通省、北陸地方防災
ｴｷｽﾊﾟｰﾄ及び災害時協定業者による
応急復旧工（大型土のう工・ブロッ
ク投入工）

ライフライン復旧（都市ガス、電気、水道）訓練

オフロードビークル協
会による救難物資の輸
送訓練

陸上自衛隊による孤立者
救助訓練、テックフォー
ス隊員輸送

燕市郵便局バイク隊による
情報収集

災害時応援協定業者による
緊急物資輸送

ほくりく号による河川
流域調査

■ 関係機関との連携による総合的な訓練

日本赤十字社新潟県支部に
よる負傷者・応急手当訓練

燕・弥彦総合事務組合消防
本部によるロープブリッジ
救助訓練

新潟県警察本部警備部機動
隊によるボート救助訓練

新潟県消防防災航空隊によ
る浸水家屋からのヘリ吊り
上げ救助訓練

■ 関係機関による実践的な救難・救助訓練

新潟港湾・空港整備事務所に
よる漂流物調査（当日は映像
放映）

■ 情報収集及び流域市町との情報共有

沿川流域８市町長と信濃川河川事務所長との
WEB会議

展示コーナー・体験コーナー


